
アンケート回収数：31

件数 割合

①感じている 18 58%

②感じていない 5 16%

③どちらともいえない 8 26%

無回答

計 31 100.0%

①感じている　詳細は別紙

回答内容 件数 割合

①ある 2 6%

②特にない 5 16%
③共同調理方式のた
め食材の仕入れはな
い

21 68%

無回答 3 10%

計 31 100.0%

①ある　詳細は別紙

回答内容 件数 割合

①ある 0 0%

②ない 30 97%

無回答 1

計 31 100.0%

①ある　詳細は別紙

回答内容 件数 割合

①無農薬野菜を使用したい 10 32%
②適切に使用されて
いれば、農薬を使用し
た野菜でもかまわな
い

16 52%

③どちらともいえない 1 3%

④その他 4 13%

無回答

計 31 100.0%

④その他　詳細は別紙

「食品安全委員会in群馬県　事前アンケート」

（４）　学校給食で使われる農産物に関して先生のお考えに近いものはどれですか？

（1）　農薬に対して不安を感じていますか

（２）　貴校では、給食に使う農産物を仕入れるときに、注意していることはありますか。

（３）　学校給食の関係で、農薬のことについて保護者から問合せ等はありますか。

32%

52%

6% ①無農薬野菜を使用

したい

②適切に使用されてい

れば、農薬を使用した

野菜でもかまわない
③どちらともいえない

④その他

無回答

58%16%

26% ①感じている

②感じていな

い
③どちらとも

いえない

6%

16%

68%

10%

①ある

②特にない

③共同調理方式のため食

材の仕入れはない

無回答

0%

97%

3%

①ある ②ない 無回答
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回答内容 件数 割合

①知っている 0 0%

②ある程度知っている 13 42%

③知らない 18 58%

無回答

計 31 100.0%

回答内容

（５）　群馬県内で農薬の適正使用に関する取組を御存じですか。

（６）　農薬に関してぜひ、お話を聞いてみたいと思う事項がございましたら教えてください。

（５）の取組について

自分でも野菜作りを行っているので、害虫駆除のために使用する安全な農薬の使用方法について知
りたい。

私は、農業に従事しています。父母を手伝って米、麦を生産しています。私が住んでいるところは農村
地帯ですが、10年後の農業の状況を想像することはできません。また、私の息子は獣医学部で学んで
います。酪農、畜産業について、5年以内に廃業するところが多く出るだろうと言われています。特殊な
例としてではなく、農業で生活していくことが可能なのでしょうか。農業は企業として生き残るしかない
のでしょうか

食品に関する農薬については、今まで学校現場では話題になったことは
ないが、必要な知識として基本的な内容について学習したい

安全な食料の生産、確保、供給は国の基本だと考えます。TPPとの関連も含め農薬に限らず、今後の
日本の農業食糧政策の方向についてお聞きしたいです。

食に関する大切な部分ですので是非勉強させていただきたい。健康面やアレルギー等のことがありま
すので。

学校給食で使われている農作物で、農薬の適正使用をしている農産物を仕入れていると思うが、その
割合は市町村によって異なると思われる。その実態について情報をお伺いしたい。

中国からの留学生は「日本に輸入されている自国の野菜は絶対に口に入れたくない。あのような野菜
は、中国では食さない」と言います。いったい、どのような農薬が、どれくらい使用されているのか。使
用量等の基準は守られているのか。そうしたことについて、誰が、どのように調査・検査しているのか。

食物アレルギーと農薬との関係性

現状について教えていただければ幸いです。

農薬摂取量と児童の健康被害の状況について

0%

42%

58%

①知っている

②ある程度知っている

③知らない

無回答
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（別紙）

（２）で「ある」と回答した方

（３）で「ある」と回答した方

中国産の食品に関わって

国産または地場産

毒性、農薬の残留

残留度がすぐに分からない

なるべく地場産食材を取り入れるようにしている。

健康への影響

日本では農薬に対する意識が高いが、国内産でも大規模栽培や外国産などには不安あり。

健康被害が発生するのではないか

人間の身体にどの程度影響があるのかはっきりわからない

（１）で「感じている」と回答した方

蓄積されて子どもに影響はないのか

現在農業従事者の平均年齢は65歳10年後、日本の農業が産業として成立するのか。食料
自給率上げていくことができるのだろうか。食材を選択できなくなってしまうのではないだろう
か。不安は多くある。

ガンの誘発等

食物アレルギー環境ホルモン等に関わる問題

地域でヘリコプターによる農薬散布が行われている。地域住民には影響がないのか、また今
までに影響が出たことがあったのか心配に思う。

現代的課題となっている食物アレルギーの原因が農薬の場合もあるということ。

本当に安全なのか。つまり、人体に及ぼす影響が不透明なこと。特に隣国からの輸入野菜。

中国等外国から輸入される食品の残留農薬

健康被害

（４）で「その他」と回答した

渋川市長が推進する選別農薬農法に従う

本校はセンター給食なので、教育委員会に任せているが、無農薬野菜の使用が好ましいと
は考えている

給食用農産物に使用されている農薬の安全性。また、各郡市での給食用農産物における無
農薬野菜の使用割合はどんなものか。

無農薬が理想ではありますが、現実を考えると仕方ないかと思ってしまう。
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